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１．会社紹介

昭和電工 昭和電工マテリアルズ
（旧日立化成）

2020年10月 日立化成から
昭和電工マテリアルズへ

2023年 1月 1日 株式会社レゾナックの誕生

～ RESONACの誕生 ～
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Resonate
共鳴する・響き渡る

Chemistryの
｢C｣

１．会社紹介 ～ 社名に込めた想い ～
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１．会社紹介 ～ 大切にするパーパス・バリュー ～
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１．会社紹介 ～ 価値創造のモデル ～
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１．会社紹介 ～ 事業戦略から人財戦略へ ～

株式会社レゾナック 統合報告書における人的資本
https://www.resonac.com/jp/sustainability/report/report.html
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２．JMP導入に至る背景

研究開発のミッション

新製品・新材料開発

要素技術開発

現行品改良

技術サービス

品質の改善・向上

安定供給技術

顧客への提案

原価低減技術

お客様の期待を超える技術・製品で、より高い価値を提供し、売上・利益を追求する最前線

量産化技術

お客様の要求に、スピーディーに対応し、
より早く、より良い技術・製品を届けたい

製品サイクルの短期化

要求特性の高度化、複雑化

ベテラン社員の減少

・・・のに

研究開発のありかた、進め方をなんとか変えていかないと、
この先正直キツい・・・

膨大な検討
過去にも似たようなこと
やってなかったっけ？
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２．JMP導入に至る背景

研究開発、材料エンジニアにとっては・・・

勘と経験のみに頼る開発スタイル、だけではなくて、
データに基づいて少しでも合理的な意思決定をするための仕組みを活用していこう。

そのためのスキルとして統計学を
ツールとして を選択。

データ駆動型の開発へと舵を切りました。
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「AIを使って、材料開発効率数十倍に！」
といった記事が散見される中、

私たちはなぜ、あえて
×統計学を推進するのか。

２．JMP導入に至る背景 JMP×統計学の理由
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を懸け橋にしてこのギャップを飛び越える

データドリブン
ワールド

KKDワールド
(経験、勘、度胸)

JMP×統計学の理由２．JMP導入に至る背景

①熟練者>>データ科学

②モチベーション

ギャップの実態
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３．普及・推進の施策

１．技術系新人向け、統計研修の必修化

２．有望人財への集中教育
→各部をリードするハイスキル人財に育成

３．交流会、情報交換会、講習会の実施
事例やマニュアルの整備

４．社内データサイエンティスト認定制度の設立と運営

本日は１、４をご紹介
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３．普及・推進の施策 新人研修

• 2018年 入社1～2年目のR&D部門新人を対象に

新人研修をスタート

新人以外の方にも同様の研修を展開

• R＆D向けの研修のため、内容は実験計画と回帰に

フォーカス

・グループワークなど、教材に独自の工夫



16©Resonac Corporation All Rights Reserved.

実験計画(DOE)と回帰モデルの基礎的知識を習得

座学 グループワーク(実体験)

・統計の基礎
(平均、分散など)

・回帰
・実験計画

・ロールプレイで実際に操作
しながらデータ解析の流れを
演習

・実験シミュレーションを使った
実験計画体験

今日の主な紹介

※2020年のコロナウイルス拡大後からオンライン講座

３．普及・推進の施策 新人研修

演習
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カスタム計画を活用しながら

複数の説明変数を同時に変化させることの

効果を実体験してもらう

仮想的な課題（多目的最適化）を設定して

・普段の実験（主に一因子実験）
・カスタム計画を使った場合

を経験し、有効性や違いを実感してもらう

３．普及・推進の施策 新人研修
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３．普及・推進の施策 新人研修

・グループワークのお題におけるポイント

実験計画（カスタム計画）を組んでも、
実験を行わないと目的変数のデータが得られない

社内で実際に行われる実験業務を模擬し
説明変数となる計画行列の入力に応じて
シミュレーションで目的変数を出力する

アドインを独自に作成

DOE

立案
材料

準備
配合 試作

特性

評価
データ

取得

モデル

構築

多目的

最適化
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３．普及・推進の施策 新人研修

なぜ自前のアドインなのか？

紙ヘリコプター、飛球シミュレーターを用いたグループワーク

楽しかった 実験計画のイメージがついた

教材としてはいいが、
自分(新人)が実務で使うイメージができずに社内での活用につながらない

社内的な課題の複数目的変数の最適化、トレードオフや
材料の開発でどう使うかをイメージできるお題、変数を用意する

実務での活用にとりかかりやすい
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３．普及・推進の施策 社内DS認定制度

データサイエンティストバッチ認定証

独自の認定基準を作り、社内データサイエンティストとして公式認定
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４．見えてきた課題と対策 一例

・相関係数と決定係数の違い（相関係数を因子の影響度の大きさと誤解）
・因果関係と相関関係の違い
・予測プロファイルでの信頼区間の意味
・ｐ値の示す帰無仮説と対立仮説（JMPで明示されていないことがある）
・有意差検定などで、帰無仮説が棄却できないときの判断
・一因子実験の過去データを応答曲面で解析
・モデルのあてはめのレポートの意味
あてはまりの悪さ（LOF）
分散分析（p値<0.05なので、「分散よし」と表現）
パラメータ推定値のVIF
効果の検定
・
・
・ 初学者にとっては、理解に躓くポイントがいくつかあります。

こうした基本的事項を、研修や実務活用の中で統計知識と共に学習していくことで、
本人の自信にもつながりますし、活用の幅も広がります。

当日ケーススタディを紹介
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５．人財育成の将来に向けて

VUCAの時代にあっても、変化を楽しみながら
お客様に新しい価値を創造していく、優秀な技術者が

沢山育っていくと思います。

その成長を支えるツールの一つとして、
があってよかった、と思って頂ける方々を

育てていきたいと思います。

技術文書作成能力

プレゼン能力

業務の専門知識

新しいモノ・コトを
試せる環境

統計学

コミュニケーション力

自分の携わる技術を
追及するオタク力

ポジティブフィードバック

技術者の成長

エンゲージメントの向上
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